情報モラル教育実践授業報告書

	対象学年
	高校２年生

	領　　域
	教科指導（科目　英語）

	指導項目
	アンケートを利用したインプット活動例


	情報モラル指導モデルカリキュラム

	指導分野
	　安全への知恵

	コード
	ｆ５－１
	指導事項
	健康の面に配慮した，情報メディアとの関わり方を意識し，行動できる。


	授業前の児童生徒の状況
	　携帯電話・スマートフォンでインターネットを利用しているが、問題になる行動はほとんど見られない。「無料通話＋無料メッセージアプリ」などの利用が増え，依存度の高い生徒もいる。

	期待される児童生徒の変容

（ねらい）
	　アンケート結果，考察から自分自身の携帯電話・スマートフォンの利用について振り返り，これからの利用方法を見直す。

	児童生徒の変容を促すための授業の工夫（ポイント）
	・　英語による携帯電話・スマートフォン利用に関するアンケートを実施し，生徒に集計，分析をさせる。
・　アンケートの結果と生徒の考察をまとめ，各クラスに提示する。

・　教員の目線ではなく，同じ学年の生徒の視点を基軸にして，各自が自分の使い方についてもう一度客観的に見直せるようにする。

・　アンケートの結果が分かりやすいように，プレゼンテーションソフトでビジュアル化する。

	利用するコンテンツ等

（サイトのアドレス）

または資料等
	　特になし


事前アンケート　　　　英語によるアンケート　（別紙）
事後アンケート　　　　日本語と英語による感想　　　（別紙）
評価
	児童生徒について
	児童生徒の
興味関心の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　テーマがクラスの生徒のほとんどにあてはまると考えられ，生徒の興味は高い。

	
	児童生徒の理解度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　パラフレーズした英語とプレゼンテーションソフトのデータで，英語で説明してもほとんどの生徒が苦労なく理解できていた。

	
	児童生徒の
変容の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　アンケート結果から，自分なりに客観像をつかむことで，自分の携帯電話やスマートフォンの使い方を見直したというコメントが多かった。

	授業について
	事前準備の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　データ処理や解析は生徒が主体的に行う。アンケートを英文で作った生徒がデータをプレゼンテーションソフトのデータにする必要はある。

	
	指導者にとっての

授業展開の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　事前準備ができていれば，取り組みやすい。生徒も，関心度が高いため理解もしやすい。感想を見ても思った以上の反応であった。

	
	授業の「ねらい」の達成度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　アンケートだけで，これほど生徒が考えてくれるとは思わなかった。アンケートの項目選びは一工夫が必要であるので，事前調査は欠かせない。

	
	指導方法の

効果の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　教員がおぜん立てをしたものの，アンケート集計，分析，考察を生徒が行うため，それをフィードバックしたときの生徒の反応が，教員の考察を述べるより，はるかに効果が高いと感じた。

	＜実践の感想及び反省点等＞
・　アンケート結果の集計・分析は生徒に任せた。どのクラスも，このアンケート結果には興味が高く，英語で説明を行ってもどのクラスも支障はなかった。難しそうなところは，プレゼンテーション資料で日本語にしておき，英語でも具体例をドラマ形式で説明すれば十分であった。分からないところは生徒同士で聴きあって十分理解していた。生徒の目線でコメントさせたものを教室でフィードバックすることで，生徒が客観的な調査結果として捉え，考える効果が高かった。


実践例
	配当時間
	学習のすすめ方
	指導のポイント

	導　入
	10
分
	（英語で説明）
１　事前に5クラス177人へ行った，携帯電話やスマートフォンでのインターネット利用に関する調査結果を発表すると説明し，次の2点を生徒に指示しておく。
　　・　調査結果について英問英答をするので必要ならメモを取っておくように指示。
　　・　最後に日本語で感想（無記名）を書く時間をとる。
	・　事前にアンケートを実施し，代表生徒に集計・考察をさせる。
・　英問英答は，注意して聞き取り，内容理解に努めるように生徒に促す。
・　生徒が集計・分析したことを確実に伝える。

	展　開
	20
分
	２　プレゼンテーションの資料にしたがって，英語で順次説明する。（別紙）
　(1) 1～12の各質問項目を，それぞれ順番にクイズ形式で生徒に尋ねながら，進めていく。
　　【Example】 

T:　How long do you think most people in this school use LINE a day?  Please raise your hands.

    Less than 1 hour. →　SS:　( Raise their hands )

    About 1 hour    →　 SS:  ( Raise their hands )

    About 2 hours  →　 SS:  ( Raise their hands )

    About 3 hours or more   →　SS  ( Raise their hands )

　(2) 生徒のアンケート考察。
　(3) 全体を通しての感想を書く。
※　後日全体の感想を紹介する
	・　新学習指導要領を踏まえて，普段の授業はできるだけ英語で行う。

・　質問の意図が理解できない場合は，パラフレーズや例をたくさん出しながら説明する。（あらかじめアンケートで答えたことであるので無理なく進めていける）
・　時間効率を考えて説明しにくいところは一部日本語を使う。
・　生徒から反応があった場合は，それを具体的に示すように促す。（生徒は英語で言えるところは英語で，日本語でもOKとする）

※　教師自身の感想はあえて言わない。途中の説明や具体例で教師の観点も入っている。

	後日
	10
分
	３　生徒の感想をまとめたものを紹介する。
	・　生徒一人一人が自分の普段の使い方を内省できるように結論を言わないようにする。


※　クラスにより授業展開の早い，遅いの違いはあるが，どちらにしても内容は十分理解していることがアンケート結果からうかがえた。
※　英語で自分の思った感想を表現してくれた生徒が意外に多かったのは驚きであった。

※　英語でも，具体例をどんどん出すと生徒から反応が返ってきた。知らない情報がその場で飛び出してくることもあった。

※　40分間で実施。
